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８
月
25
日
（
火
）、
建
設
工
事
場

所
（
旧
北
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

に
お
い
て
、『
（
仮
称
）
東
通
村
農

産
物
加
工
施
設
建
設
工
事
』
安
全

祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
施
設
は
、
現
在
の
東
通
村
加

工
製
品
試
作
・
研
究
棟
に
つ
い

て
、
施
設
及
び
加
工
機
器
の
老
朽

化
が
著
し
く
、
早
急
な
改
善
が
必

要
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
新
た
な

農
産
物
加
工
施
設
と
し
て
建
設
す

る
も
の
で
あ
り
、
最
新
型
の
加
工

機
器
を
導
入
し
て
合
理
的
な
製
造

工
程
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
厳

格
な
衛
生
管
理
工
程
を
追
求
し
た

施
設
と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
非
常
用
発
電
設
備
を
備
え

て
お
り
、
大
規
模
複
合
災
害
時
に

お
け
る
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
も

活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
祈
願
祭
で
は
、
越
善
靖
夫

村
長
よ
り
「
本
施
設
の
建
設
に
よ

り
、
安
全
・
高
品
質
な
東
通
村
特

産
品
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

り
、
消
費
者
か
ら
選
ば
れ
る
よ
う
、

自
信
を
持
っ
て
供
給
出
来
う
る
加

工
体
制
を
構
築
し
、
農
家
所
得
の

向
上
に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。
工
事

の
施
工
に
は
相
当
の
期
間
を
有
し

ま
す
が
、
安
全
と
優
れ
た
技
術
の

結
集
を
も
っ
て
万
全
を
期
し
て
い

た
だ
き
、
一
日
も
早
く
竣
工
さ
れ

ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
に
は
、
越
善
村
長

を
は
じ
め
、
村
議
会
議
員
、
施
工

事
業
者
な
ど
約
25
名
が
参
列
し
、

工
事
の
安
全
成
就
を
祈
願
し
ま
し

た
。

（仮称）東通村農産物加工施設建設工事　安全祈願祭

鍬入を行う越善村長

　

終
戦
か
ら
75
年
目
を
迎
え
、
第
67

回
東
通
村
戦
没
者
追
悼
式
が
９
月
３

日
、
村
体
育
館
山
手
に
建
立
さ
れ
て

い
る
戦
没
者
慰
霊
碑
前
で
厳
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

追
悼
式
は
先
の
大
戦
で
犠
牲
と
な

っ
た
、
二
百
余
柱
の
戦
死
者
の
英
霊

を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
、

世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

式
典
で
は
、
参
列
者
全
員
で
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
越
善
靖
夫
村
長
、
丹

内
俊
範
村
議
会
議
長
の
追
悼
の
こ
と

ば
後
、
小
林
義
明
村
遺
族
会
長
が
、

「
戦
争
に
よ
っ
て
最
愛
の
肉
親
を
失
っ

た
遺
族
に
と
っ
て
、
癒
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
悲
し
み
は
、
言
葉
で
は
語
り

尽
く
せ
な
い
ほ
ど
、
深
く
つ
ら
い
も

の
で
し
た
。
再
び
悲
惨
な
戦
禍
を
繰

り
返
す
こ
と
な
く
、
世
界
の
平
和
、

命
の
大
切
さ
を
し
っ
か
り
と
後
世
に

受
け
継
い
で
い
く
た
め
、
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
を
続
け
ま
す
こ
と
を
遺
族
一
同

こ
こ
に
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と

追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
参
列
者
一
人
一
人
が

二
百
余
柱
の
英
霊
に
白
菊
の
献
花
を

行
い
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
、
平
和

を
誓
い
ま
し
た
。

戦争の悲しみを忘れず、恒久平和を願う
～ 令和２年度東通村戦没者追悼式 ～

小林村遺族会長の献花 丹内村議会議長の追悼のことば

慰霊碑に敬慕の眼差しを向ける

越善村長
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９
月
15
日
（
火
）
、
尻
屋
地
区
に
建

設
さ
れ
て
い
た
多
目
的
集
会
施
設
が
完

成
し
、
落
成
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

本
施
設
は
、
地
元
の
方
々
の
意
見
を

取
り
入
れ
「
水
神
の
郷
（
す
い
じ
ん
の

さ
と
）
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

建
物
内
に
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
を
は

じ
め
、
漁
業
協
同
組
合
事
務
室
や
会
議

室
、
調
理
室
等
を
備
え
、
広
々
と
し
た

開
放
的
な
空
間
を
確
保
し
、
身
障
者
用

ト
イ
レ
や
車
椅
子
利
用
者
へ
の
配
慮
と

し
て
手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
が
設
け
ら
れ

る
な
ど
、
お
年
寄
り
に
も
優
し
い
、
心

安
ら
ぐ
施
設
で
す
。

　

落
成
記
念
式
典
で
は
、
尻
屋
三
余
会

に
よ
る
屋
固
め
が
行
わ
れ
、
施
設
及
び

関
係
者
の
無
病
息
災
が
祈
祷
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
越
善
靖
夫
村
長
よ
り
「
完

成
し
た
施
設
が
様
々
な
地
域
活
動
の
拠

点
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
心
と
心
を
繋
ぐ

交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
工
事

に
携
わ
っ
た
㈱
中
嶋
五
郎
設
計
事
務
所

及
び
野
村
建
設
㈱
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

名
称
に
応
募
頂
い
た
方
々
へ
記
念

品
の
贈
呈
を
お
こ
な
い
、
最
後
に
、

駒
谷
純
一
尻
屋
部
落
会
長
よ
り
「
私

た
ち
は
す
ば
ら
し
い
こ
の
施
設
を
大

事
に
利
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

お
い
て
連
携
を
強
め
、
尻
屋
地
区
の

更
な
る
活
性
化
に
努
め
ま
す
」
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
活
性
化
を
図
る
上
で
の
拠
点

施
設
と
し
て
、
大
い
に
利
用
さ
れ
る

よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

式辞を述べる越善村長

挨拶をする駒谷会長 尻屋三余会による屋固め

完成した「水神の郷」
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８
月
23
日（
日
）、「
挑
戦
～
下
北
一
へ
の
物

語
～
完
結
編
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
第
13
回
東

通
中
学
校
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
校

生
徒
１
４
６
名
が
紅
組
と
青
組
に
分
か
れ

「
頑
張
れ
！
」「
あ
き
ら
め
る
な
！
」
と
声
援
が

飛
び
交
う
中
、
リ
レ
ー
や
シ
ー
ト
レ
ー
ス
、
応

援
合
戦
な
ど
で
得
点
を
競
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
日
程
の
変
更
・
種
目
の
縮
小
等
、
例

年
と
は
違
っ
た
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
が
、
生

徒
の
皆
さ
ん
は
最
後
ま
で
精
一
杯
体
育
祭
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
閉
会
式
で
各
賞
が
発
表
さ
れ
、
紅

組
が
総
合
優
勝
し
、
青
組
の
５
年
連
続
優
勝

を
阻
止
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
育
祭
で
生
徒
た
ち
の
絆
は
一
段
と

強
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

８
月
29
日
（
土
）
、
東
通
小
学
校
運
動
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
２
８
１
名
の
児
童
が
太
陽

の
照
り
つ
け
る
炎
天
下
の
中
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

徒
競
走
な
ど
の
個
人
競
技
で
は
、
ラ
イ
バ

ル
た
ち
に
負
け
じ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
が
精

一
杯
自
分
の
力
を
発
揮
し
た
一
方
、
リ
レ
ー

や
玉
入
れ
、
綱
引
き
な
ど
の
団
体
競
技
で
は
、

お
互
い
に
笑
顔
で
大
き
な
声
を
出
し
、
応
援

を
し
な
が
ら
競
技
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
例
年
と

は
違
っ
た
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
仲
間

と
力
を
合
わ
せ
、
力
を
出
し
切
っ
て
い
た
様

子
で
、
閉
会
式
は
児
童
達
が
皆
、
晴
れ
や
か
な

表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

令和２年度 東通中学校体育祭・東通小学校運動会

声を轟かせた『応援合戦』

先生を運べ！『シートレース』

相手組のカゴに入れろ！『仁義なき玉入れ』

ぐるぐる回れ！『うずしお』

練習の成果を発揮しよう！『選手宣誓』

自分達より大きい？『大玉転がし』

白熱の勝負『横にひっぱって！』

全力疾走『学級対抗選抜リレー』
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令和元年度一般会計歳出決算令和元年度一般会計歳出決算

8080億億4,7864,786万円の万円のつかいみちつかいみち
　令和2年9月東通村議会第3回定例会において、令和元年度の決算が承認されました。
　歳入の大部分は村税で占められており、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越
金、諸収入を加えた自主財源は、36億6,697万円で、比率は44.52％となっております。
　しかし、固定資産税の減収や各種国県補助金・交付金等の削減により、年々厳しさの増す財政状況の中で、地方創
生総合戦略に基づく広域連携事業、村道等の維持・改良事業や除雪などの交通及び通信体制の推進、漁港整備事業
及び種苗放流事業などの農林水産業の生産基盤強化、健康増進事業や少子高齢化対策及び子育て支援などの社会
福祉の増進、こども園運営支援や幼小中一貫教育などの教育の振興等、基本構想に掲げる「みんなで創ろう住みよ
い村づくり」の理念に基づいた事務事業を実施いたしました。
　この結果、令和元年度の一般会計歳出決算額は、80億4,786万円となり、前年度と比較すると2億8,635万円（3.7％）
の増となりました。
　歳入総額から歳出総額及び翌年度に繰越すべき財源を控除した実質収支額は、1億8,901万円となり、実質収支比
率は5.4％となっております。
　財政の硬直度を示す経常収支比率は89.6％となっており、県から選定団体となる95.0％（3ヶ年平均）を超過しま
せんでしたが、引き続き健全な財政運営が求められています。
　それでは、皆さんから納めていただいた税金やその他の歳入の内訳、またどのように使われたか見てみましょう。
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令和元年度の主な事業
【総務費】
・原子力広報・調査等対策事業	 1,605万円
・地域生活交通路線維持事業	 2,015万円
・まち・ひと・しごと創生総合戦略事業	 498万円
・（仮称）尻屋地区多目的集会施設整備事業	 8,888万円
・砂子又車庫取得事業	 5,907万円
【民生費】
・障害者自立支援給付事業	 1億5,718万円
・障害者医療費給付事業	 1,282万円
・社会福祉協議会補助金	 1,074万円
・保健福祉センター運営費補助金	 5,450万円
・児童手当給付事業	 8,160万円
・こども園運営負担金	 1億4,906万円
・こども園通園バス運行事業	 5,522万円
・保育料等軽減事業	 2,194万円
・乳幼児教育支援事業	 5,700万円
【衛生費】
・予防接種事業	 1,747万円
・健康増進事業（各種健診）	 2,032万円
・母子保健事業	 540万円
・乳幼児・こども・ひとり親医療費給付事業	 2,264万円
・地域医療センター利用者輸送事業	 2,872万円
・一般廃棄物収集処理事業	 1億7,253万円
・海岸漂着物等地域対策推進事業	 487万円
・浄化槽設置整備事業	 155万円
【農林水産業費】
・民有林野造林事業	 211万円
・森林整備地域活動支援事業	 224万円
・農業次世代人材育成投資事業	 525万円

・農地多面的機能支払交付金事業	 455万円
・東通村地区漁港施設機能強化・保全事業	 5,000万円
・尻屋漁港整備事業費負担金	 3,000万円
・野牛漁港整備事業費負担金	 3,700万円
・ヒラメ稚魚放流事業	 292万円
・津軽海峡地区漁業振興対策事業費補助金	 5,389万円
・東通村漁業共済掛金補助金	 840万円
【商工費】
・都市部との交流事業助成金	 254万円
・ひがしどおり来さまいフェスタ	 850万円
・新・ご当地グルメ開発事業	 135万円
【土木費】
・村道等除雪事業	 5,836万円
・村道橋補修事業	 2,771万円
・下田屋石蕨平線道路改良事業	 8,830万円
・急傾斜地崩壊対策事業負担金	 640万円
【消防費】
・消防ポンプ自動車整備事業（第11分団）	 2,662万円
・消防用可搬式小型動力ポンプ購入事業	 554万円
・災害用長期保存食料購入事業	 305万円
・災害対策本部室等放射線防護対策事業	 2億3,360万円
【教育費】
・村費負担教諭・常勤講師配置事業（12名）	 6,464万円
・東通村学習塾運営事業	 210万円
・東通村奨学金貸付事業	 984万円
・東通小・中学校スクールバス運行事業（14台）	1億3,599万円
・海外研修事業	 809万円
・高等学校生徒通学費補助金	 2,074万円
・学校給食センター食器・食缶洗浄機更新事業	 3,888万円
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法
人
県
民
税
、
事
業
税
及
び
特
別
税

の
税
率
が
、
令
和
元
年
10
月
１
日
以
後

に
開
始
す
る
事
業
年
度
分
か
ら
変
わ
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
青
森
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
平
成
31
年
度
地
方
法
人
課
税
の
改

正
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先

　

下
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課

　

☎
２
２-

８
５
８
１　

内
線
２
０
８

「
忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
「
自
賠
責
」
」

「
忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
「
自
賠
責
」
」

「
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
自
賠
責
保

「
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
自
賠
責
保

険
・
自
賠
責
共
済
」
」

険
・
自
賠
責
共
済
」
」

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
令
和
元
年

の
事
故
発
生
件
数
は
約
38
万
件
、
死
傷

者
数
は
約
46
万
人
と
、
国
民
の
誰
も
が

交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も

な
り
得
る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
車
会
社
の
負
の
部
分
で

あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害
者
に

と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
す
も

の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の

ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
加
害
者
の
賠

償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と
で
、
被
害
者

の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で

あ
り
、
被
害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責
制

度
の
役
割
や
重
要
性
、
保
険
金
・
共
済

金
の
支
払
い
の
し
く
み
な
ど
を
十
分
に

理
解
・
認
識
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。

◆
自
賠
責
保
険
・
共
済
未
加
入
で
の
運

◆
自
賠
責
保
険
・
共
済
未
加
入
で
の
運

行
は
法
令
違
反
で
す
！

行
は
法
令
違
反
で
す
！

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自

動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償

を
目
的
と
し
て
、
自
動
車
損
害
賠
償
保

障
法
に
基
づ
き
、
原
動
機
付
自
転
車
を

含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共

済
な
し
で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令
違
反

で
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
！

◆
日
時

◆
日
時

　

２
０
２
０
年
10
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

11
時
～
16
時

◆
会
場

◆
会
場　

む
つ
来
さ
ま
い
館

◆
対
象

◆
対
象　

45
歳
未
満
の
若
年
求
職
者

◆
内
容

◆
内
容

　

○
美
文
字
編　

11
時
～
12
時

　

○
ワ
ー
ド
編

　
　
　
　
　

12
時
30
分
～
13
時
30
分

　

○
エ
ク
セ
ル
編

　
　
　
　
　

13
時
45
分
～
14
時
45
分

　

○
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
編

　
　
　
　
　

15
時
～
16
時

※
定
員　

各
５
～
８
名
（
テ
ー
マ
を

選
ん
で
受
講
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

※
雇
用
保
険
受
給
者
の
方
の
求
職
活

動
の
実
績
と
な
り
ま
す
。

◆
参
加
費

◆
参
加
費　

無
料

◆
持
参
者

◆
持
参
者　

筆
記
用
具

◆
主
催

◆
主
催　

青
森
県
若
年
者
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
あ
お
も
り

　

（
青
森
市
安
方
１-

１-

40
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
あ
お
も
り

　
　

☎
０
１
７-

７
３
１-

１
３
１
１

　

・
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ポ
ッ
ト
む
つ

　
　

☎
０
１
７
５-

２
２-

１
１
４
６

◆
日
時

◆
日
時　

11
月
14
日
（
土
）
9
時
～

　
　
　
　

11
月
15
日
（
日
）
15
時
15
分

◆
場
所

◆
場
所　

青
森
中
央
学
院
大
学

◆
内
容

◆
内
容　

親
子
体
操
の
普
及
と
子
育
て

世
代
や
子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
養
成
講
座

◆
対
象

◆
対
象　

親
子
体
操
普
及
に
意
欲
の
あ

る
方

◆
定
員

◆
定
員　

30
人

◆
料
金

◆
料
金　

５
，
０
０
０
円

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

10
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
、
氏
名
・

年
齢
・
勤
務
先
名
・
住
所
・
電
話
番

号
をF

A
X

・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
青
森
県

医
師
会
健
や
か
力
推
進
セ
ン
タ
ー
へ

　

☎
０
１
７-

７
６
３-

５
５
９
０

　

FAX
０
１
７-

７
６
３-

５
５
９
１

死a
o
m

e
d
-
s
uk

o
y
a
k
a
@

c
irc

us
.o

c
n.

ne
.jp

　

※
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

過
度
な
受
診
控
え
は

過
度
な
受
診
控
え
は

　
　
　

健
康
上
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す

　
　
　

健
康
上
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す

●
自
己
判
断
で
受
診
を
控
え
る
と
慢
性

疾
患
の
症
状
悪
化
や
免
疫
力
低
下
に

よ
り
ウ
イ
ル
ス
に
対
抗
で
き
な
い
状

態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
ま
ず
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う

◆
詳
し
く
は
【
上
手
な
医
療
の
か
か
り

方
】
で
検
索

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
地

域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
を
目
的
と
し
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
事
業

に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
助
成
事
業
の
種
類

◆
助
成
事
業
の
種
類

　

〇
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事

業

　

〇
青
少
年
健
全
育
成
事
業　

等

※
そ
の
他
の
助
成
事
業
、
助
成
額
や

申
請
方
法
等
、
詳
細
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
書
提
出
期
限

◆
申
請
書
提
出
期
限

　

令
和
２
年
10
月
12
日
（
月
）

◆
提
出
・
問
合
せ
先

◆
提
出
・
問
合
せ
先

東
通
村　

経
営
企
画
課　

地
域
戦
略

グ
ル
ー
プ

　

☎
２
７-

２
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

　

相
談
員
が
借
金
の
状
況
等
を
お
伺
い

し
、
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
等
に
引

継
を
行
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
・
無
料
で

す
。

地
方
法
人
課
税
の
改
正
（
県
税
）

地
方
法
人
課
税
の
改
正
（
県
税
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
あ
お
も
り

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
あ
お
も
り

「
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」

「
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」

自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済
の

自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済
の

ご
案
内

ご
案
内

コ
ロ
ナ
禍
で
も
医
療
機
関
で

コ
ロ
ナ
禍
で
も
医
療
機
関
で

必
要
な
受
診
を

必
要
な
受
診
を

令
和
３
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

令
和
３
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
つ
い
て

助
成
事
業
に
つ
い
て

ひ
ろ
み
ち
お
兄
さ
ん
の

ひ
ろ
み
ち
お
兄
さ
ん
の

「
親
子
体
操
普
及
員
養
成
講
座
」

「
親
子
体
操
普
及
員
養
成
講
座
」

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口
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◆
受
付
時
間

◆
受
付
時
間

　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　

８
時
30
分
～
12
時
、

　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

◆
相
談
専
用
電
話

◆
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
１
７-
７
７
４-

６
４
８
８

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先　

東
北
財
務
局
青
森
財
務

事
務
所　

理
財
課

◆
受
講
期
間

◆
受
講
期
間　

令
和
２
年
11
月
11
日

（
水
）・
12
日
（
木
）・
17
日
（
火
）・
19
日

（
木
）・
24
日
（
火
）　

５
日
間

◆
受
講
時
間

◆
受
講
時
間　

18
時
～
21
時

◆
募
集
期
間

◆
募
集
期
間

令
和
２
年
10
月
９
日
（
金
）
８
時
30
分

～
10
月
23
日
（
金
）17
時

◆
受
講
場
所

◆
受
講
場
所

　

青
森
県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

◆
応
募
資
格

◆
応
募
資
格

在
職
者
で
第
二
種
電
気
工
事
士
技
能

試
験
の
受
験
を
予
定
し
て
い
る
方

◆
募
集
定
員

◆
募
集
定
員　

10
名

◆
受
講
料

◆
受
講
料　

授
業
料
１
，
３
０
０
円

※
指
定
す
る
テ
キ
ス
ト
は
各
自
準
備

（
１
，
３
２
０
円
）

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先

　

青
森
県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

　

（
む
つ
市
文
京
町
31-

１
）

　

☎
０
１
７
５-

２
４-

１
２
３
４

　

担
当　

太
田
・
佐
藤

◆
訓
練
内
容

◆
訓
練
内
容

パ
ソ
コ
ン
の
取
扱
い
、W

o
rd

、

E
x
c
e
l

、
経
理
業
務
、
財
務
諸
表
に

関
す
る
知
識
・
技
能
の
習
得

◆
募
集
人
員

◆
募
集
人
員　

15
名

◆
募
集
期
間

◆
募
集
期
間

　

令
和
２
年
10
月
12
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

11
月
６
日
（
金
）
ま
で

◆
訓
練
期
間

◆
訓
練
期
間

　

令
和
２
年
11
月
25
日
（
水
）
～

　
　
　

令
和
３
年
２
月
24
日
（
水
）

◆
受
講
資
格

◆
受
講
資
格

・
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
込
を

行
っ
て
い
る
方
。

・
離
職
者
等
で
職
業
に
必
要
な
技
能

及
び
知
識
を
習
得
し
よ
う
と
す
る

方
。

◆
応
募
手
続

◆
応
募
手
続

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
訓
練
場
所

◆
訓
練
場
所　

青
森
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
（
む
つ
市
金
谷
）

◆
受
講
料

◆
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
等
は
自
己
負
担
）

（
テ
キ
ス
ト
代
・
災
害
保
険
加
入

費
・
資
格
試
験
検
定
料　

合
計
３

６
，
０
０
０
円
程
度
）

※
当
該
訓
練
は
、
訓
練
希
望
者
の
応

募
状
況
等
に
よ
り
実
施
さ
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先

　

青
森
県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

　

む
つ
市
文
京
町
31-

１

　

☎
０
１
７
５-

２
４-

１
２
３
４

　

担
当　

幸
山
・
浜
田

　

三
沢
市
・
野
辺
地
町
・
東
北
町
・
横

浜
町
・
六
ヶ
所
村
・
東
通
村
の
農
林
水

産
加
工
品
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
六
景
楽

市
」
が
、
第
27
期
の
認
定
商
品
を
公
募

し
ま
す
。

　

認
定
商
品
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
販

売
の
ご
案
内
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

の
相
談
・
費
用
の
補
助
、「
六
景
楽
市
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やF

ace
bo

o
k

で
の
紹
介

な
ど
、
多
く
の
サ
ポ
ー
ト
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　

募
集
締
め
切
り
後
、
書
類
審
査
の

上
、
実
食
及
び
商
品
紹
介
の
審
査
委

員
会
を
11
月
下
旬
に
開
催
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

◆
応
募
条
件

◆
応
募
条
件　

次
の
条
件
を
満
た
す
方

　

・
上
記
６
市
町
村
に
お
住
い
の
方
、

事
業
者
の
方

　

・
上
記
６
市
町
村
で
生
産
さ
れ
た
農

林
水
産
品
を
主
な
食
材
・
原
料
と

す
る
加
工
品
を
販
売
で
き
る
方

◆
募
集
期
間

◆
募
集
期
間

　

２
０
２
０
年
10
月
１
日
（
木
）
か
ら

　

10
月
31
日
（
土
）
ま
で

◆
応
募
方
法

◆
応
募
方
法

「
六
景
楽
市
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
申

請
書
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

U
R
L

　

https:/
/
ro

k
k
e
i.jp/

◆
問
合
せ
・
応
募
先

◆
問
合
せ
・
応
募
先　

東
通
村
商
工
会

　

☎
０
１
７
５-

４
８-

２
０
８
１

シ
ア
タ
ー
上
映
の
案
内

シ
ア
タ
ー
上
映
の
案
内

◆
上
映
時
間

◆
上
映
時
間

①
10
時
～
・
15
時
～

世
界
絵
本
箱
シ
リ
ー
ズ
『
ご
き
げ
ん

な
ラ
イ
オ
ン
（
全
４
話
）
』

②
12
時
～

　

D
isco

v
e
ry

チ
ャ
ン
ネ
ル
『
イ
ヌ
』

◆
場
所

◆
場
所 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

【
つ
く
っ
て
た
い
け
ん
工
作
教
室
】

【
つ
く
っ
て
た
い
け
ん
工
作
教
室
】

◆
開
催
日

◆
開
催
日　

土
・
日
・
祝
日
に
開
催

◆
開
催
時
間

◆
開
催
時
間

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
直
接
当
館
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

『
紙
皿
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
つ

く
ろ
う
！
』
※
参
加
費
・
予
約
不
要

◆
場
所

◆
場
所

　

つ
く
っ
て
た
い
け
ん
工
作
コ
ー
ナ
ー

【
理
科
実
験
・
観
察
】

【
理
科
実
験
・
観
察
】

◆
開
催
日

◆
開
催
日　

日
曜
日

　

①
11
時
～

　
　

『
低
体
温
の
世
界
を
調
べ
よ
う
』

　

②
14
時
～

　
　

『
光
の
不
思
議
な
世
界
を
調
べ
よ
う
』

◆
場
所

◆
場
所　

探
究
コ
ー
ナ
ー

※
諸
事
情
に
よ
り
、
各
内
容
を
変
更

す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
詳

細
は
当
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先　

む
つ
科
学
技
術
館

　

☎
２
５-

２
０
９
１

　

Fax
２
５-

２
０
９
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
:/

/
w

w
w

.jm
sfm

m
l.o

r.jp
/
m

sm
. 

htm

募　
　

集

募　
　

集

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

む
つ
科
学
技
術
館
だ
よ
り

む
つ
科
学
技
術
館
だ
よ
り

在
職
者
訓
練
受
講
生
募
集

在
職
者
訓
練
受
講
生
募
集

「
第
二
種
電
気
工
事
士
技
能

「
第
二
種
電
気
工
事
士
技
能

試
験
事
前
講
習
（
下
期
）
」

試
験
事
前
講
習
（
下
期
）
」

離
職
者
等
再
就
職
訓
練
「
経
理

離
職
者
等
再
就
職
訓
練
「
経
理

Ｏ
Ａ
科
②
」
受
講
生
の
募
集

Ｏ
Ａ
科
②
」
受
講
生
の
募
集

「
六
景
楽
市
ブ
ラ
ン
ド
」
が

「
六
景
楽
市
ブ
ラ
ン
ド
」
が

認
定
商
品
を
募
集
し
ま
す

認
定
商
品
を
募
集
し
ま
す
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（

）

月
届
出
分

８

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
す
る
意
味
で
載
せ
て
ほ
し
く
な

い
方
は
届
出
の
際
に
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

★
お
誕
生
お
め
で
と
う

駒
　
谷
　
乃の

　
愛あ（
　
稔
　
）老
　
　
部

渡
　
邉
　
七な

な

　
奏か（
竜
　
二
）砂
子
又

川
　
端
　
和な

結ゆ

斗と（
裕
　
介
）大
　
　
利

川
　
口
　
士し

　
道ど

う（
勇
　
樹
）小
田
野
沢

★
ご
結
婚
お
め
で
と
う

濱
　
近
　
草
　
平
（
砂
子
又
）

大
　
平
　
さ
ゆ
り
（
砂
子
又
）

★
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

橋
　
本
　
て
　
い
（
白
　
　
糠
）
93
歳

坂
　
本
　
な
み
江
（
老
　
　
部
）
89
歳

真
　
手
　
鐵
　
松
（
桑
　
　
原
）
90
歳

二
本
栁
　
和
　
夫
（
小
田
野
沢
）
82
歳

相
　
内
　
さ
　
つ
（
老
　
　
部
）
91
歳

蛇
　
穴
　
由
　
路
（
尻
　
　
労
）
90
歳

赤
　
田
　
　
　
茂
（
白
　
　
糠
）
84
歳

東
　
田
　
は
つ
ゑ
（
老
　
　
部
）
92
歳

住
民
の
窓

住
民
の
窓

（（満

１

歳

で

～

す

！
遠藤 駿さん（砂子又）の

長男 悠
ゆ う

　馬
ま

 くん


